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鼻咽頭ぬぐい液での SARS-CoV-2 検査手順（有症状者等） 

 
   
   
 
 
 
 
 
 
１．＜案内＞ 別紙手順用紙（様式１）、患者説明用紙（様式 2）参照 
２．＜依頼＞ 各診療科医師がオーダリングシステムにて依頼 

「機能別２」→→「34. 新型コロナウイルス・インフルエンザウイルス関連」 
→「鼻咽頭新型コロナウイルス抗原定量検査」 

３．＜準備＞ 採取容器と搬送容器（コロナ陽性患者のみ必要）を緊急検査室へ取りに行く。 
   採取者：綿棒と採取容器、アルコール綿を確認 
   採取前の清潔な状態で、採取容器に採取ラベルを貼付する。 
４．＜採取＞ 
   場所：各診療科外来、病棟（個室である必要はありません） 
  ①感染防護具を着用する。 
   感染防護具：N95、フェイスシールド、2重手袋（薄い手袋の上に濃いパープル）、 
         ビニールエプロン（長袖）、キャップ 

②鼻腔ぬぐい液を採取し、綿棒を採取容器内の培地に挿し入れて、軸をブレークポイントで折る。 
 
 

 
  ③N95 以外の全ての PPE を病室で脱ぎ、手指衛生。 
  ④再度、新しい手袋を着用する。検体容器表面をアルコールで消毒する。 
  ⑤清潔な状態の介助者が袋を開け、その中に採取者が検体を入れる。 
  ⑦介助者は袋を密封する。コロナ陽性患者検体はバイオボトルに入れる。 
  ⑧採取者は手指衛生し退室。部屋の外で N95 を外す。 

再度、手指衛生実施、終了。 
５．＜搬送＞ 

採取後は、細菌検査室へ直ちに搬送する。できない場合は冷蔵保存する。 
 

検査結果：カットオフ値 鼻咽腔ぬぐい液：1.34pg/mL 
＊抗原定量検査で判定保留（1.00pg/mL 以上 10.00pg/mL 未満）の場合は、PCR 法の依頼、ラベル発
行をお願いします。再採取の必要はありません。 

くびれ：
ブレーク 
ポイント 

綿棒が採取容器の外

壁や開口部に触れな

いように！ 

１．SARS-CoV-2 検査の流れ（PCR検査と抗原定量検査の使い分け） 
①まず抗原定量検査を実施し、結果が以下の場合 PCR 検査を実施する。 

・判定保留域（1.00pg/ｍL 以上 10.00pg/mL 未満） 
  ・医師の判断で再検査が必要となった場合は、PCR 検査を実施 
②医師の判断で必要となった場合（転院先の要望等）は、PCR検査を実施 

２．受付時間：平日 8:30～16:00（休日は各科で ID NOW 実施） 
（終了時間以降は検査当直で預かり冷蔵保存し、平日時間内測定） 

３．結果報告：原則、電話連絡は陽性時のみ 
 

陽性患者のみ 

   


